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１．本校の現状 
 本校の生徒は、大学受験を視野に入れて入学してくる者が大半である。そのため、立命

館大学の教授による講義や EU 講演など、大学受験を視野に入れた多面的なプレカレッジ

講座などの教育活動を行っている。その中で本校は NIE 活動を始めて 5 年目となり、2019
年度は独自認定校として NIE 活動を実践してきた。 
 
２．新聞受け取り学年とクラスについて(令和元年 6・7 月、2 カ月間) 
 

№ 新聞／期間 学年 クラス 
１ 宮崎日日新聞 J1 A 
２ 宮崎日日新聞 J1 B 
３ 朝日新聞 J2 A 
４ 毎日新聞 J2 B 
５ 日経新聞 J3 A 
６ 読売新聞 J3 B 

 
３．新聞受けについて(集配→学校) 
中学南口玄関に「ＮＩＥポスター（学習委員会担当）」を掲示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．新聞受け取りについて（中学校→校舎へ） 
職員が、２F 廊下に設置する机上に、生徒が登校する前に置く。生徒登校後、

クラスの担当生徒が新聞を取りに来る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ④ 「４コマ漫画」の順番並び替えゲーム 
    新聞に親しむきっかけとなっているのは、４コマの漫画と聞く。宮崎日日新聞には、『ゴンちゃ

ん』（作：かまたよしろう）という漫画である。ただ漫画を読むだけでなく、４コマを敢えてバラ

バラにしてストーリー通りに並べ替えるゲームを取り入れた。４コマ漫画の説明を動画で紹介す

る時間も作り、漫画とは言え、起承転結があるため、文脈をとらえるという点で大変意義ある活動

となった。最初は集団で試行錯誤していた児童も、次第に一人で考えて並び替え、答え合わせをし

ながら納得する姿も見られた。 
 

 
 
 
 
 
 
⑷ 後期ブロックの実践 
①  高校入試等へ向けた学力向上対策 

    希望する高等学校への進路実現を図るため、日々届く厳選された記事を読むことは大変意義深

い。加えて、小論文対策としても記事を読み、感想を字数制限内で書く取り組みを行った。継続す

ることで次第に効果が出てきた。 
３ 次年度へ向けた成果と課題 
 【成果】 
 〇 新聞からいろいろな情報を探し出すことができるようになってきた。 

 〇 社会の出来事に対するものの見方、考え方が広がった。 

 〇 文章の要旨を捉えられるようになってきた。 

 〇 調べ学習の際、インターネットだけでなく、『ＮＩＥコーナー』で新聞を引っ張り出し、記事を選

んで調べる児童が増えてきた。 

 【課題】 
 〇 主体的・対話的で深い学びに向けて、新聞を活用する機会を計画的に設ける必要がある。 
 〇 新聞に幅広く接することができることはよかったが、配付部数が少ないため、スクラップ等の実践

では、重複した場合や異学年で同一実践を行った際にコピー等の作業が必要であった。日数を空けて

スクラップをお願いする等の工夫もお願いしたが、即時性の記事の場合は、児童生徒の意欲が高くあ

るうちに実践してほしいと感じた。 
 〇 ２カ月間に集中して多くの新聞を取り寄せたため、保管の在り方が課題となった。 

【４コマを並び替える児童】 【７年生が作成した記事】 
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６．文化発表会「NIE 発表 日本を取り巻く環境 （学習委員会）」 

  今年は「日本を取り巻く環境」という全体テーマを設け、現代社会におい

て注目されている社会問題や環境問題に関してまとめた代表生徒が、2019 年

９月６日に発表を行った。発表を行う生徒は、自分がまとめた記事を更に細

かく書籍やインターネット等を使って調べ、パワーポイントにまとめた。 

下記はその時のテーマである。 

J1A   有山 拓人        「IT 進化 海洋環境が焦点」 
J1B   赤池 瑛仁・池田 直生  「分別されずエコプラザへ」 
J2A   髙井 映良・田尻 沙耶香 「プラごみの輸入禁止」 
J2B   内倉 琳花         「街の傷み LINE で教えて」 
J3A   安藤 真優            「高齢者向け運転免許」 
J3B   武田 菜花                「脱プラごみ ユニクロ紙袋に転換」 

会場の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５．新聞発表の仕方について 
①担当生徒が「パネル」にて発表する。 
ⅰ記事を選ぶ ⅱその記事を選択した理由 ⅲ記事の要約 ⅳ自由欄（感想） 
毎日の活動人数はクラス担任裁量。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ②日々実践していること 
  毎日生徒が書いたものを担当教諭が添削しコメントをつけ廊下に掲示する。 

その際、要約をするポイントを示したり、教諭自身の考えを記入したりし 

て生徒と意見の共有を行う。 
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７．生徒の感想 
 ＮＩＥの活動を始めて、新聞を読むことが楽しくなりました。また読むスピ

ードも上がり、多くの情報を短い時間で理解することができるようになりまし

た。 
 
新聞の重要さや自分の考えを持ったり、他者の考えを聞いたりすることの大

切さをＮＩＥの活動を通して学ぶことができました。これからも新聞を読んで、

知識を増やし、考えを深めていきたいです。 
 
 ＮＩＥ活動を通して気づいたことがあります。それは、会社によって大まか

な内容は同じでも記者の考え等が違うということです。また同じ記事を選んで

いても自分とは違う考えを持っている人の意見を見ることが面白かったです。 
 
 新聞をただ読むのではなく、自分が知らない語を、辞書を使って意味を調べ

たりすることで語彙力が上がりました。何度も要約をしていくうちに要約をす

るときのポイントが分かってきました。 
 
８．最後に 
  生徒たちが書いたものを添削・コメントすることで日に日に生徒たちの要約

する力がつき、明確に自分の意見を記述できるようになってきた。昨年度まで

はテンプレートとなるものを作成しておらず、生徒個人がレイアウトを考え実

践してきたが、今年度はテンプレートを作成し、それにそった形で実践を行っ

てきたため、全学年同じ形で実践ができ、統一感のあるものになった。 
  2019 年度をもって独自認定校としての任期は終了となるが、2020 年度以

降も NIE 活動は継続していく。 
以上を実践報告とさせていただきます。 
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